
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

 

 

 

 

 

 

資料７ 平成 28 年度補正事業報告書構成案 

 総務省 情報流通行政局 情報流通振興課情報活用支援室 御中 

  

平成 28 年度第 2 次補正予算 

「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業 

報告書（構成案） 

 平成 30 年 3 月 

株式会社 電通 

 



1. 事業概要 

1.1 本事業の目的 

1.2 前年度の取組と今年度のねらい 

1.3 採択団体一覧 

1.4 キャラバン（出前講座）の実施 

1.5 事業実施スケジュール 

 

2. モデルの実証成果：メンターの育成 

2.1 育成メンター概要 

2.2 メンターの募集 

2.3 育成研修 

2.3.1 研修プログラム概要 

2.3.2 研修教材 

2.4 メンターの声（アンケートより） 

 

3. モデルの実証成果：教材・講座の設計 

3.1 教材の種別について 

3.2 講座設計の工夫 

3.3 受講児童・生徒の声（アンケートより） 

3.4 講座視察者の声（アンケートより） 

3.4.1 保護者 

3.4.2 校長先生・教員 

3.4.3 教育委員会・自治体関係者他 

 

4. モデルの実証成果：教育委員会・実証校との連携 

 

5. 実証モデルの横展開・普及活動 

 

6. キャラバン（出前講座）の実施成果 

6.1 実施概要 

6.2 実施校・教育委員会からの声 

 

7. 今後の発展に向けた提言 

 



8. 事業実施概要 

8.1 実施体制 

8.2 モデルの公募・選定 

8.3 プログラミング推進委員の組織 

8.4 視察の実施 

8.4.1 スケジュール 

8.4.2 各モデルに対する講評一覧 

 

9. 成果発表会 

9.1 開催概要【地方】 

9.2 地方成果発表会の様子 

9.3 開催概要【東京】 

9.4 東京成果発表会の様子 

 

10. 成果のアーカイブス化 

10.1 メンター名簿の作成 

10.2 教材の収集・格納・公開 

 

11. 参考資料 

11.1 アンケート実施概要 

11.2 アンケート結果 

11.2.1 メンター 

11.2.2 児童・生徒 

11.2.3 保護者・教員他 

11.2.4 実証校校長 

11.2.5 事業者・メンター指導者 

11.3 実証講座実施のメディア露出 


